
  福島市が生んだ二人：野村俊夫と古関裕而 

かっこ 

≪メモ≫ 作詞家、野村俊夫は明治 37年、福島市上町の魚屋（魚忠）の三男として生まれました。本名は

鈴木喜八（すずききはち）。古関とは家が近く、５歳年上の幼馴染で遊び仲間でした。後年、作詞家として

古関と同じ日本コロムビアに所属。「福島行進曲」「暁に祈る」などは二人の楽曲です♬ 

※写真提供：鈴木克東（野村俊夫ご子息） 

♪野村は生涯 3,000編
以上の歌謡曲を創作、
2,000 曲ともいわれる
レコードを世に送りだし
ました。 

♪野村と古関のコラボ
作品は百数十曲に及
びます。 

おく 

令 和 ７ 年 度 福 島 市 古 関 裕 而 記 念 館 企 画 展 

 

期間：令和８年３月１０日（火）～令和８年３月３１日（火） 
会場：福島市古関裕而記念館 １階サロン 

福島市古関裕而記念館    福島市入江町１－１ 

開館時間 午前９時～午後５時（最終入館は４時３０分まで） 

TEL (024)531-3012 FAX (024)563-5578 

入館料 一般 300 円 小中学生 100 円※20 名以上団体割引あり 

ＨＰ http://www.kosekiyuji-kinenkan.jp   Mail info-kyk@kosekiyuji-kinenkan.jp 

 

♪作詞家・野村俊夫は昭和の混乱期に生きた
人々の心を癒し、慰めた詩人です。 

 


